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A.研究目的 

本研究は現行の HIV 検査体制に加えて様々

な異なる形態の HIV検査を実践し、より受検者

にとっても医療従事者にとっても受検/施行可

能な検査の導入を進める。最終的には、マニュ

アル策定を目指す。 

  令和 6 年度は、アンケートについては、一部の

項目は検査会の評価のために回答を必須とし、

データの集積を行った。 

 

B.研究方法 

アウトリーチグループ：HIV 検査の重要性を

説明した啓発資材の作成および設置、検査の広

報（SNS での発信・動画配信・多言語対応）、

検査を評価するためのアンケートの作成（多言

語対応）・解析、各コミュニティでの啓発活動

を行った。また検査会の広報については、様々

な手法を組み合わせて利用し、時期に応じて使

える広報手段（地下鉄広告等）も活用し、評価

を行った。 

 

研究では 2024 年度の全 3 回にわたり実施し

てきた受検者への質問紙調査データを解析し

た。2024 年度から回答必須とした項目は、性

別、年齢、居住地、国籍、感染が心配な出来事、

これまでの HIV 検査受検経験、過去 1 年間の

HIV/STI の検査受検経験、検査会を知った情報

源、受検理由、過去 1年間に利用した検査場所、

検査回数、iTesting の利用経験である。任意

項目は、セクシャリティ、利用した施設、STI

の既往、今後検査を希望する場所である。 

 

（倫理面への配慮） 

検査は予約からすべて匿名検査で行ってい

る。またアンケート調査も匿名検査で行い、名

古屋医療センターまたは名古屋市立大学の研

究倫理審査を受けて行う。受検者アンケート調

査については令和 4 年度に名古屋市立大学看

護学研究科の倫理審査を受審の上実施してい

る。 

 

研究要旨 
本研究は現行の HIV検査体制に加えて様々な異なる形態の HIV検査を実践し、より受検者に

とっても医療従事者にとっても受検/施行可能な検査の導入を進める。 

令和 6年度は、アウトリーチグループとしては、検査の広報（SNSでの発信・動画配信・多言

語対応）、検査会を評価するための受検者アンケートの解析を行った。 

受検者に WEB 上での自身の結果サイトへアクセスする前に、任意で WEB上での受検者アンケ

ートへの協力を依頼した。令和 4－5 年度にかけて、アンケート協力率が低下の一方であった

ため、一部の質問項目をプログラムの効果評価のために回答必須とした。その結果、令和 6

年度は、各回において、必須項目についてはほぼ全数の回答を得ることができた。第 1 回は

347 名、第 3回は 365名、第 2回代替検査会は 342名からの回答を得た。行政のプログラム評

価とするために、回答必須の項目を設定したことで、より偏りのないデータの収集が可能とな

った。 

受検者アンケートの解析の結果、本検査会は、HIV 感染報告数が最も多い 40 歳未満の層、

セクシャリティについては、ゲイ、バイセクシュアル、異性愛者、その他のセクシュアリティ

と多様な受検者の来場があったことが示された。また外国籍の受検者も 4－6％の来場がある

ことが確認できた。この割合は、名古屋市の外国籍者の割合より多く、あらゆる資材について

多言語対応を行い、外国籍のアウトリーチに重点を置いてきた成果と言える。今後希望する検

査の形態については、土曜日もオープンしている病院、クリニックやコミュニティセンターで

の検査の希望割合が高かった。またこういった検査会は、リピーターが増えることが先行研究

からも示されているが、3年目を迎えた今でも、はじめて本検査を利用する受検者の割合も毎

回伸びていることが確認できた。 

 



C.研究結果 

＜受検者アンケートの実施＞ 

受検者に WEB 上での結果サイトへアクセス

する前に、任意で WEB 上での受検者アンケート

への協力を依頼した。令和 6年度の第 1回の検

査会では、347 名が回答し、第 3回の検査会で

は、365名が、代替検査会では 342 名がアンケ

ートに回答した（表 1）。 

 

表 1. 検査会の受検者、予約数、アンケート回答

率 

R4 第１回検査会（６月 26 日（日）） 

・受検者数 246 名（予約数 300 名、キャンセル

率 18％） 

・結果確認済み受検者 245 名 

・アンケート回答者数 189 名、回答率 76.8％ 

 

R4 第２回検査会（９月４日（日）） 

・受検者数 270 名（予約数 340 名、キャンセル

率 21％） 

・結果確認済み受検者 270 名 

・アンケート回答者数 180 名、回答率 66.7％ 

 

R4 第３回検査会（12 月４日（日）） 

・受検者 286 名（予約数 341 名、キャンセル率

16.1％） 

・結果確認済み受検者 286 名 

・アンケート回答者 187 名、回答率 65.4％ 

 

 

R5 第１回検査会（６月 25 日（日）） 

・受検者数 315 名（予約数 341 名、キャンセル

率 10％） 

・結果確認済み受検者 315 名 

・アンケート回答者数 200 名、回答率 63.5％ 

 

R5 第２回検査会（９月 3 日（日）） 

・受検者数 303 名（予約数 341 名、キャンセル

率 13％） 

・結果確認済み受検者 303 名 

・アンケート回答者数 175 名、回答率 57.8％ 

 

R5 第３回検査会（12 月 10 日（日）） 

・受検者 316 名（予約数 350 名、キャンセル率

9.8％） 

・結果確認済み受検者 315 名 

・アンケート回答者 185 名、回答率 58.8％ 

 

 

 

R6 第１回検査会（６月 30 日（日）） 

・受検者数 347 名（予約数 400 名、キャンセル率

13％） 

・結果確認済み受検者 347 名 

・アンケート回答者数 347 名、回答率 100％ 

 

R6 第２回検査会（９月 1 日（日）） 

悪天候のため中止 

 

R6 第３回検査会（12 月 8 日（日）） 

・受検者 368 名（予約数 400 名、キャンセル率

8％） 

・結果確認済み受検者 365 名 

・アンケート回答者 365 名、回答率 100％ 

 

R6 第 2 回代替検査会（2 月 2 日（日）） 

・受検者 344 名（予約数 400 名、キャンセル率

14％） 

・結果確認済み受検者 342 名 

・アンケート回答者 342 名、回答率 100％ 

 

 

令和6年度の3回分受検者アンケート回答の

各回の回答分布は巻末資料 1 に示すとおりで

ある。 

 

1.受検者の背景 

性別は、いずれの回も男性の方が女性より多

く、全回において 75％以上を男性が占めてい

た。年齢は 39 歳以下が 6 割を占めていた。セ

クシュアリティはゲイバイセクシュアルが合

わせて 40－50％を占めていた。居住地は、6

割近くが名古屋市内居住者であり、外国籍は

3.5－5.8％を占めていた。 

 

2. 感染が心配な出来事、検査経験、検査会を

知った情報源 

感染が心配な出来事については、異性との性

的接触が 50－60％を占めていた。回により異

なるが、同性との性的接触を挙げたものが次い

で多く、38－53％を占めていた。 

これまでの HIV 検査経験があるものは、34

－68％、受検経験があるもののうち、過去 1

年に検査を受けたものは、59－69％であった。 

本検査会については、名古屋市のホームペー

ジを挙げたものが最も多く、インターネット広

告や市営地下鉄内の広告が続いて多かった。 

 

3．受検理由 

iTesting 検査会を知った場所については、

名古屋市ウェブサイトが最も多く、市営地下鉄



広告が続いて多かった。 

 

4．iTestingのこれまでの受検回数 

 今回がはじめての iTesting の受検である割

合は、53％、58％、64％と回を追うごとに高く

なっていた。 

 

5．今後、希望する HIV検査の形態 

今後希望する検査については、いずれの開催

回においても、土曜日もオープンしている病院、

クリニック、コミュニティセンターでの検査の

希望割合が高く、平日夜もオープンしている病

院、クリニックでの検査が続いた。 

 

D.考察 

今後希望する検査については、コミュニティ

センターでの検査、土曜日もオープンしている

病院、クリニックが多かった。平日夜オープン

の医療機関よりも土曜日もオープンしている

医療機関が HIV、STI の検査受検先としてニー

ズが高いことが示された。コミュニティセンタ

ーでの受検希望も高かった。HIV 検査や STI検

査については、特別にプライバシーが配慮され

る場所でなくとも、身近な施設で提供しても利

用者がいる可能性が示唆された。 

 

E.結論 

令和 6 年度も全 iTesting 検査会で受検者ア

ンケートを実施した。行政のプログラム評価と

するために、回答必須の項目を設定したことで、

より偏りのないデータの収集が可能となった。 

今後希望する検査については、土曜日もオー

プンしている病院、クリニック、コミュニティ

センターでの検査の希望割合が高かった。はじ

めて利用する受検者の割合も毎回伸びており、

広報等の工夫により、リピーターが増え続ける

ことは回避できることが確認できた。 
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iTesting受検者アンケート調査
2024年度

第1回検査会 6月30日（日）
第3回検査会 12月8日（日）
第2回代替検査会 2月2日（日）

2024年度から、行政検査の効果評価のため、検査結果
にアクセスする前のアンケートとして、
多くの項目について回答必須と変更した
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25.3%

29.4%

30.2%

14.9%
8.1%

17.8%

2.6% 4.4% 3.9%
5.2% 3.1% 3.1%

1.3% 1.9% 1.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2024-1

（n=154）

2024-3

（n=160）

2024-2'

（n=129）

これまでの受検回数

（この1年間に受検経験ある人のみ対象）

11回以上

5～10回

4回

3回

2回

1回

0回
52.7%

58.4%
63.5%

25.6%

23.8%
17.5%

21.6%
17.8% 19.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2024-1

（n=347）

2024-3

（n=365）

2024-2'

(n=342）

2022年6月以降のiTesting無料検

査の受検回数

3回目以

上

2回目

今回が

初めて

必須項目 必須項目
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11.0%

0.7%

4.3%

0.7%

13.0%

5.0%

4.7%

0.0%

1.0%

12.7%

4.7%

62.0%

12.4%

1.0%

3.9%

1.3%

11.8%

2.9%

8.5%

1.0%

1.3%

5.6%

2.6%

63.4%

8.5%

0.4%

3.5%

0.4%

13.1%

3.5%

4.9%

0.4%

0.7%

6.7%

3.9%

68.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

梅毒

A型肝炎

B型肝炎

C型肝炎

クラミジア

尖圭コンジローマ

淋病

HIV感染症

赤痢アメーバ

毛じらみ

性器ヘルペス

感染したことがない

感染したことがある性感染症（複数回答）

2024-1（n=300）

2024-3（n=306）

2024-2'（n=283）

任意項目

13.5%

8.8%

21.6%

9.5%

6.1%

11.7%

8.7%

18.1%

8.1%

5.7%

12.2%

5.4%

19.4%

6.1%

5.7%

0% 10% 20% 30%

ゲイバーやレズビアンバー

ゲイナイト（クラブ）

有料のハッテン場

野外系のハッテン場

ハッテン場で有名な銭湯・プールなど

過去6か月間に利用した施設等（複数回答）

2024-1（n=296）

2024-3（n=298）

2024-2’（n=279）

任意項目
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24.7%

47.3%

30.1%

47.7%

30.8%

45.5%

38.1%

46.5%

35.8%

46.0%

32.5%

54.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

郵送の検査キット

土曜日もオープンしている病院・ク

リニックでの検査

平日夜までオープンしている病院・

クリニックでの検査

コミュニティセンターでの検査

今後の検査を希望する場所（複数回答）

2024-1（n=279）

2024-3（n=286）

2024-2'（n=265）

任意項目

13
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